
　

市
勢
要
覧
は
、
お
も
に
市
外
の
人
に

津
山
市
を
紹
介
す
る
冊
子
で
す
。
見
所

や
生
き
生
き
と
し
た
市
民
の
み
な
さ
ん

の
表
情
な
ど
を
盛
り
込
み
、
１
人
で
も

多
く
の
人
に
津
山
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
制
作
し
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

や
携
帯
電
話
で
市
長
あ
い
さ
つ
の
動
画

を
見
ら
れ
る
機
能
や
、
備
中
櫓
の
絵
は

が
き
を
付
け
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。

内
容　

市
の
概
要
、
市
民
栄
誉
賞
受
賞

者
の
稲
葉
浩
志
さ
ん
（
B'z
）
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
市
民
活
動
、
特
産
物
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

市
長
公
室
（
市
役
所

３
階
）
薊
32
‐
２
０
２
９

　

軽
自
動
車
税
を
口
座
引
き
落
と
し
に

し
た
人
に
は
６
月
中
旬
に
継
続
検
査
用

の
納
税
証
明
書
を
発
送
し
ま
す
。
そ
れ

ま
で
に
証
明
書
が
必
要
な
場
合
は
直
接

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の　

引
き
落
と
し
た
内

容
が
記
帳
さ
れ
た
指
定
口
座
の
通
帳
、

申
請
者
の
印
鑑

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

納
税
課
（
市

役
所
２
階
２
番
窓
口
）
薊
32
‐
２
０

　

１
２
、
ま
た
は
各
支
所
住
民
生
活
課

　

河
辺
地
内
の
一
部
（
約
２
ha
）
の
津

山
広
域
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
原

案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
意
見
の
あ
る

人
は
、
縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間　

５
月
16
日
（
火
）
〜
29
日

（
月
）
の
執
務
時
間
内

縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課
（
市
役
所
５

階
）

意
見
書
の
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

都

市
計
画
課
薊
32
‐
２
０
９
６

　

津
山
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
の
事
業
計

画
変
更
に
あ
た
り
、
環
境
影
響
評
価
実

施
計
画
書
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

意
見
の
あ
る
人
は
意
見
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

実
施
区
域　

戸
島
、
上
田
邑
、
下
田
邑
、

鏡
野
町
布
原
・
沖
地
内

縦
覧
期
間　

５
月
24
日
（
水
）
〜
６
月

６
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

縦
覧
場
所　

津
山
市
土
地
開
発
公
社

（
市
役
所
６
階
）
、
津
山
卸
セ
ン
タ
ー

（
津
山
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
内
）
、
鏡

野
町
役
場

※
公
社
と
鏡
野
町
役
場
は
土
・
日
曜
日

で
も
宿
直
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

意
見
書
の
提
出
先　

津
山
市
土
地
開
発

公
社
、
ま
た
は
県
庁
環
境
政
策
課

完
成
し
ま
し
た
！
市
勢
要
覧

新
生
津
山
市
を
Ｐ
Ｒ

継
続
検
査
用
軽
自
動
車
税

納
税
証
明
書
の
発
行

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
へ

締
め
切
り　

６
月
13
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ
先　

津
山
市
土
地
開
発
公

社
薊
32
‐
２
１
３
４

要
件　

①
県
内
に
営
業
所
が
あ
る
こ
と

②
専
属
の
責
任
技
術
者
が
１
人
以
上

い
る
こ
と
③
工
事
に
必
要
な
設
備
・

機
材
が
あ
る
こ
と
④
市
税
な
ど
の
滞

納
が
な
い
こ
と

申
請
方
法　

下
水

　

道
課
に
備
え
付

　

け
の
申
請
用
紙

　

に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
て
申
し

　

込
む

受
付
期
間　

６
月
１
日
（
木
）
〜
30
日

（
金
）

問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
課
薊
32
‐
２

　

１
０
０

　　

道
路
上
に
は
み
出
し
て
い
る
木
の
枝

や
倒
木
は
視
界
を
妨
げ
、
標
識
を
見
に

く
く
し
た
り
、
歩
行
者
を
危
険
に
さ
ら

し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
こ
れ

が
原
因
で
起
こ
っ
た
事
故
な
ど
は
所
有

者
に
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）
。
安
全
な
通
行
の
た
め
、
樹
木
の

所
有
者
は
枝
払
い
や
伐
採
を
す
る
な
ど

早
め
の
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
薊
32
‐
２
０

　

８
９

広報つやま４月号13ページの「休日保育の費用」に誤りがありました。正しくは2,200円
です。おわびして訂正します。おわびと訂正

変
更
原
案
の
縦
覧
と

意
見
書
の
提
出

都
市
計
画
用
途
地
域
変
更

環
境
影
響
評
価

実
施
計
画
書
の
縦
覧

津
山
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店

新
規
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

道
路
上
の
枝
木
・
倒
木
処
理

ご
注
意
く
だ
さ
い
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放送のお知ら
せ

放映時間：毎日午前6時（月曜日は午前10時）～翌日午前１時

■こんにちは市役所さん： 

■情報ホットライン：

6月5日B～11日A「津山っ子を守ろう！」
6・8・11・13・16・18・21・23時台の各15分～
毎時57分～00分（火～金の18時台・21時台は除く）

農
地
転
用
に
は
許
可
が
必

要
で
す

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

全
本
明
正
奨
学
金

奨
学
金
の
お
知
ら
せ

とき:５月25日貅午前９時～午後４時　ところ:市役所１階ロビー　内容:新築・増築・リ
フォーム・建築工法・建築にかかる税金・シックハウス対策・建築基準法に関するこ
となど　※相談は無料です　問い合わせ先:建築住宅課薊32‐2099

お気軽にどうぞ
住宅相談

①
岡
山
県
北
の
求
人
求
職
者
サ
イ
ト

　

求
人
希
望
者
・
求
職
者
双
方
に
情
報

を
提
供
し
ま
す

内
容　

求
人
企
業
の
紹
介
や
求
職
者
の

個
人
情
報
を
伏
せ
て
の
公
開
、
求

人
・
求
職
申
し
込
み
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
受
け
付
け
ま
す

②
企
業
ガ
イ
ド
み
ま
さ
か
２
０
０
７
サ

　

イ
ト

　

来
春
卒
業
予
定
の
学
生
並
び
に
Ｕ
タ

ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
向
け
に
県
北

の
優
良
企
業
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

内
容　

企
業
ガ
イ
ド
掲
載
企
業
の
紹
介
、

採
用
状
況
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

津
山
広
域
事
務
組
合

　

薊
24
‐
３
６
３
３

社
員
募
集　

日
本
赤
十
字
社
は
社
員
に

よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
特
殊
法
人
で
、

活
動
は
社
員
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す

社
費
（
年
額
）
普
通
社
員
＝
５
０
０
円

ま
た
は
１
、
０
０
０
円
、
特
別
社
員

＝
２
、
０
０
０
円
以
上

奉
仕
団
募
集

活
動
内
容　

災
害
救
護
、
病
院
や
社
会

福
祉
施
設
で
の
介
護
な
ど

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
事

務
所
薊
32
‐
２
０
６
３

求
人
求
職
情
報
が
満
載

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
仕
事
探
し

日
本
赤
十
字
社

私
た
ち
が
支
え
る

新標準小作料（10 アールあたり）
 田 10,000 円

   5,000 円

   3,000 円

  3,000 円

 畑 3,000 円

ほ場整備済田（平
坦地）・用排水路整
備良好地域
ほ場整備済田（平
坦地）・用排水路整
備標準地域
山間地域及びほ場
未整備田
裏作作物（期間貸
付）

　

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
で
使
用
す

る
場
合
（
農
地
転
用
）
に
は
、
県
知
事

の
許
可
が
必
要
で
す
の
で
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
無
断
で
転
用
す
る
と

工
事
の
中
止
や
原
状
回
復
な
ど
が
命
じ

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
も
違
反
す
る
と
懲

役
ま
た
は
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

申
請
先　

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は

各
支
所

締
め
切
り　

毎
月
25
日

 

標
準
小
作
料
が
改
訂

　

こ
の
料
金
は
各
区
分
に
お
け
る
標
準

額
で
す
。
決
定
に
あ
た
っ
て
は
実
際
の

農
地
の
状
況
に
応
じ
て
判
断
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
業
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
４
階
）
薊
32
‐
２
１
５
９

６ 月 は 環 境 月 間 で す
合併処理浄化槽を正しく使いましょう

　家庭からの生活排水は川の汚れの大きな原因となっ
ています。合併処理浄化槽は生活排水をきれいにし、
美しい自然を守る施設ですが、正しい使い方をしない
と、故障や汚染の原因になります。次のことに注意し
て使ってください。
○定期的に検査・点検・清掃！
○トイレでは紙おむつなど水に溶けないものを流さな
いで！塩素系洗浄剤や殺菌剤も使わないで！
○洗濯用洗剤は適量に、漂白剤は控えめに！
○使った天ぷら油や調理くずを流さない！油は浄化槽
内部で固まり、掃除がたいへんです。鍋や皿の油汚
れは紙でふいてから洗いましょう
○浄化槽の空気送風機の電源は、長期間留守の場合で
も切らないで！浄化槽内部の微生物が死に、異臭の
原因となります

　浄化槽は、微生物の働きで下水処理
場の放流水並みに排水を浄化できる優
れた施設です。生き物を使ったこの仕
組みをよく理解し、正しく使ってくだ
さい。

問い合わせ先　下水道課薊 32‐2100

募
集
予
定
人
員
（
貸

　

与
月
額
）
高
校
に

　

進
学
し
た
人
＝
４

　

人
（
１
万
４
、
０

　

０
０
円
）
、
大
学
、
短
期
大
学
、
そ

の
他
国
公
立
の
学
校
に
進
学
し
た
人

＝
１
人
（
３
万
円
）

応
募
資
格　

①
健
康
で
学
業
・
人
物
と

も
優
秀
な
学
生
で
経
済
的
理
由
に
よ

り
、
就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

②
津
山
市
民
（
学
資
を
負
担
す
る
人

が
津
山
市
民
で
も
可
）

償
還
方
法　

卒
業
６
か
月
後
か
ら
無
利

子
で
貸
与
月
額
の
半
額
を
毎
月
返
還

締
め
切
り　

５
月
31
日
（
水
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課

薊
32
‐
２
１
１
５

　

梅
雨
と
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま

す
。
草
刈
り
や
巡
回
な
ど
に
よ
り
、
い

っ
そ
う
の
維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
豪
雨
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
決

壊
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
事
前
に
た
め
池

栓
を
１
、
２
本
程
度
抜
い
て
水
位
を
下

げ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
付
近
の
み
な
さ
ん
も
、
日
ご
ろ

か
ら
気
象
予
報
に
注
意
し
、
防
災
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
村
整
備
課
薊
32
‐

２
０
７
７
、
ま
た
は
各
支
所

豪
雨
時
の
た
め
池
維
持
管
理

管
理
者
の
み
な
さ
ん
へ
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